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1. はじめに 
 国土交通省関東地方整備局の H30 鬼怒川左岸船玉伊佐山地区整備工事（以下，同工事）は，延長約 2.8km の河川

築堤および排水樋管 5 基の新設工事であり，発注者指定型の CIM 活用工事である 1), 2)．本稿では，同工事で取り扱

った河川構造物の BIM/CIM モデルを実際に活用して得られた効果について評価を試みた． 

2. 同工事におけるＣＩＭモデルの活用項目 
 同工事では，受発注者協議に基づき，主たる項目として①CIM モデルの作成更新と属性付与，②施工ステップモ

デルの作成と施工計画照査，③既設-新設構造物の接続部検討，④部材干渉チェック，⑤3 次元点群出来形計測，⑥

コンクリート・鉄筋数量計算について CIM モデルの活用を実施した 1),2)． 

3. ＣＩＭモデル活用で得られた効果 
 前項で上げた実施項目のうち，特に CIM 活用効果の大きかった 3 項目について詳細を述べる． 

i) 既設－新設構造物の接続部検討 

 従来，既設構造と新設構造の接続部分は，2 次元図面と現地測量をもとに検討していた．不整合が認められた場

合は，さらに説明用の補助資料を作成することが一般的であった．同工事では，既設構造の点群データと新設構造

の CIM モデルを仮想空間上で座標に基づき重ね合わせることで，3 次元的に見落としのない整合確認を実施すると

同時に，補助資料の作成を省力化できた．事例として，既存通水路と新設樋管の接続部モデルを図 1 に示す．地上

接続部のほか，施工中明らかになった地下湧水箇所の座標を示したモデルを作成することで，有孔管の配置など現

場施工計画に活用した．また図 2 のモデルでは，既存橋台と護岸鋼矢板の擦り付け部を 3 次元化することで，橋台

と鋼矢板の近接状態および護岸と民地間の公道幅員の確認を行い，関係機関協議に活用し，施工着手前に護岸の線

形を変更できた．今後は VR/AR やリモート会議システムとの併用などにより，遠隔立会の実現につなげたい． 

 

ii) 3 次元点群による出来形計測 

 同工事では，従来の現地出来形計測と合わせて，完成した樋管構造物の点群を取得し，仮想空間上で点群データ

に基づく出来形の計測を試験的に実施した．点群取得機器には，現場での取り回しやすさを優先し小型のレーザー 

スキャナ BLK360（ライカジオシステム（株））を採用した．空間的に点群を取得したのちにモデル上で測距を行う 

ため，従来のトランシット・レベルやスチールテープによる測量に比べ現地計測にかかる時間を大きく削減するこ

とができた．  
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図 1  新設樋管と既存水路の接続部 図 2  既設橋台と護岸鋼矢板の取合い部 
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 表 1 に参考として，出来形の事前計測から立会検査にかかる作業量を従来方法と CIM 活用時で比較した．今後は

点群出来形用の出来形基準の整備や，完成後に取得できなくなる点群（底版厚など）を施工段階に応じて取得する

計画立案など，検討を深化することで，大きな生産性向上効果が期待できるといえる． 

表 1 3 次元出来形計測で従来方式の出来形検査を置き換えた場合の生産性向上ケース 

大項目 
作業項目 作業量（従来を 100%とする） 

備考 
従来方法 CIM 活用時 従来方法 CIM 活用時 

計測準備 調書作成・基準点測量 100% 100% 
CIM 活用時：今後 GPS による絶対座

標自動付与で計測準備不要も可能． 

事前計測 

（社内検査） 
現地計測 点群取得 100% 50% 

従来方法：測量作業に加え，足場整

備や計測墨出しを含む想定． 

立会検査 現地計測 モデル上計測 100% 17% 
CIM 活用時：発注者が計測済みモデ

ルをパソコン上で確認する． 

iii) 施工計画における活用 

 同工事では，2 次元図面で計画した樋管と周辺土堤の施工ステップを 3 次元モデル化した．図 3 のように，施工

ステップごとの地形，構造物と重機や車両経路の相互支障，モデル上の土工数量算出などを確認し，効率的な施工

計画に活用した．一方で，同工事でモデル化対象とならなかった構造物で，図 4 に示す堤脚水路は，平面図では桝

と法尻の相対位置が不明瞭で，施工時に桝位置に合わせた堤体形状変更を行う場面があった．将来的にはこのよう

な附帯構造物もひとつのモデルに組み込むことで，構造物同士の 3 次元的な配置が可視化でき，施工計画の更なる

効率化を図ることができる．適切な施工計画は場当たり的な問題解決や手戻りの減少につながり，結果として施工

の効率化による生産性向上を実現できる．生産性向上効果の評価が難しいものの，熟練技術者の退出が進む背景も

考慮すると，CIMモデルを活用し，より直感的な施工検討を可能にする仕組みは今後重要度を増していくといえる． 

 

4. 終わりに 
 河川構造物の CIM 活用工事において実際に CIM モデ

ルを活用した結果，受発注者ともに生産性向上につなが

る活用メリットを確認できた．今後，3 次元出来形管理や

CIM モデルの属性情報の活用が進むことで，設計・施工・

維持管理を通貫した工事データの一元化，ならびに施工

段階における竣工書類の完全ペーパーレス化の実現，公

共工事の更なる効率化の実現とともに，完成後の維持管

理への展開が期待される． 
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図 3 施工ステップモデルの一例 

＜川裏樋管施工直後＞ 

樋管・盛土交差部の 3D 可視化 

 

  

切回し道路形状の検討 

＜川表樋管施工中＞ ＜施工完了時＞ 

【施工】桝位置に合わせて堤体形状を変更（実線） 

【計画】堤体が堤脚水路桝に重なる（破線） 

堤脚水路桝 

図 4 堤体と堤脚水路桝の干渉 

上: 計画平面図 
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